
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」

論

劇
化
の
経
緯
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
二
く
へ
ん

　
三
島
由
紀
夫
は
、
そ
の
生
涯
に
「
地
獄
変
」
一
昭
２
８
・
１
２
、
歌
舞
伎
座
初
演
一
、

い
わ
し
う
り
二
い
の
ひ
き
あ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゅ
　
や

「
鰯
売
恋
曳
網
」
（
昭
２
９
・
１
１
、
歌
舞
伎
座
初
演
一
、
「
熊
野
」
一
昭
３
０
・
２
、

　
　
　
　
　
　
　
　
・
＾
よ
う
の
つ
ゆ
お
お
う
ち
じ
つ
き

歌
舞
伎
座
初
演
一
、
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
一
昭
３
０
・
１
１
、
歌
舞
伎
座
初
演
一
、

　
　
　
　
　
　
お
ぴ
と
り
い
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
せ
つ
ゆ
み
は
り
の
つ
き

「
む
す
め
ご
の
み
帯
取
池
」
一
昭
３
３
・
ｕ
、
歌
舞
伎
座
初
演
一
、
「
椿
説
弓
張
月
」

一
昭
４
４
・
ｕ
、
国
立
劇
場
初
演
一
と
い
う
六
作
の
歌
舞
伎
作
品
を
残
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
一
二
島
の
能
に
対
す
る
造
詣
に
つ
い
て
「
多
大
の
知
識
と
教
養
を
積
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

日
本
の
近
代
作
家
の
中
で
最
も
よ
き
理
解
者
と
な
っ
た
」
と
評
さ
れ
、
早
く
か

ら
『
近
代
能
楽
集
』
（
昭
３
１
・
４
・
３
０
、
新
潮
社
一
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
の
に
対
し
、
「
三
島
歌
舞
伎
」
と
称
さ
れ
る
六
作
の
歌
舞
伎
作
品
は
、
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
六
作
品
の
発
表
年
月
か
ら
推
し
て
も
、
三
島

が
そ
の
牛
涯
に
お
い
て
「
歌
舞
伎
」
と
い
う
古
典
芸
能
と
関
わ
り
続
け
た
こ
と

　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
　
谷
　
　
真
紀
子

は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
残
し
た
歌
舞
伎
作
品
の
何
作
か
は
現
在
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
一

再
演
が
続
け
ら
れ
る
な
ど
、
「
継
承
」
に
も
成
功
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
三
島
の
初
め
て
の
歌
舞
伎
作
品
で
あ
る
「
地
獄
変
」
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。

　
　
　
　
　
一
　
「
地
獄
変
」
劇
化
の
経
緯
に
つ
い
て

　
こ
の
作
品
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
芥
川
龍
之
介
の
「
地
獄
変
」
一
「
大
阪
毎
日

新
聞
」
大
正
７
・
５
・
１
－
５
・
２
２
）
を
戯
曲
化
し
た
も
の
で
、
昭
和
一
一
十
八

年
十
二
月
に
初
め
て
上
演
さ
れ
た
。

　
「
地
獄
変
」
は
二
一
島
の
作
品
で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
新
作
歌
舞
伎
で
あ

る
。
新
作
を
巡
る
状
況
は
第
二
次
大
戦
後
か
な
り
変
化
し
て
い
る
が
、
「
地
獄

変
」
発
表
の
昭
和
二
十
八
年
当
時
、
新
作
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

　
戦
争
中
に
歌
舞
伎
座
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
大
劇
場
が
焼
失
し
た
中
、

昭
和
二
十
年
十
一
月
、
焼
け
残
り
の
東
京
劇
場
で
「
寺
子
屋
」
が
開
演
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
十
五
日
ご
ろ
突
然
そ
の
「
寺
子
屋
」
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か

ら
白
粛
勧
告
が
通
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
封
建
主
義
に
基
礎
を
お
く
忠
誠
、
仇
討
を
扱
っ
た
歌
舞
伎
劇
は
現
代
的

　
　
世
界
と
は
相
容
れ
な
い
。
反
逆
、
詐
欺
行
為
が
公
衆
の
面
前
で
正
当
化
さ

　
　
れ
、
個
人
的
復
讐
が
法
律
に
取
っ
て
代
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
日

　
　
本
国
民
は
、
現
代
世
界
の
国
際
関
係
を
支
配
す
る
行
動
の
根
源
は
了
解
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

九
月
二
十
二
日
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
文
書
は
、
主
に
映
画
に
対
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
歌
舞
伎
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
「
寺
子
屋
」
が
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

止
さ
れ
た
後
、
不
適
格
戯
曲
の
標
準
と
し
て
十
三
ケ
条
が
追
告
さ
れ
る
。
仇
討
、

宴
讐
、
封
建
的
忠
誠
は
も
ち
ろ
ん
、
白
殺
、
死
に
関
わ
る
も
の
が
す
べ
て
禁
じ

ら
れ
、
松
竹
の
当
局
者
は
上
演
を
可
と
す
る
も
の
、
否
と
す
る
も
の
を
区
別
し

た
リ
ス
ト
を
司
令
部
に
提
出
し
た
。
そ
の
リ
ス
ト
を
原
案
と
し
て
開
か
れ
た
懇

談
会
の
席
上
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ボ
ラ
フ
大
尉
が
「
興
行
の
際
三
十
％
程
度
は
新
作

を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
注
文
を
出
し
た
。
し
か
し
彼
は
帰
国
す
る
こ
と
に

な
り
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
一
日
、
後
任
の
キ
ー
ス
中
尉
を
交
え
た
席
で

「
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
新
作
を
や
ら
ね
ば
歌
舞
伎
を
禁
止
す
る
」
と
宣
告
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
新
作
歌
舞
伎
」
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
り
量
産
さ
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

古
典
歌
舞
伎
の
「
寺
子
屋
」
「
忠
臣
蔵
」
な
ど
が
禁
止
に
な
り
、
歌
舞
伎
の
存

続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
そ
の
危
機
を
知
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令

官
副
官
の
バ
ワ
ー
ズ
少
佐
は
、
歌
舞
伎
を
愛
し
自
ら
演
劇
の
検
閲
官
と
な
り
、

　
　
歌
舞
伎
も
文
楽
も
過
去
の
文
化
遺
産
で
あ
っ
て
も
は
や
現
代
の
民
衆
に
思

　
　
想
的
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
美
し
い
演
技
、
表
現
技
術
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
鑑
賞
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
解
釈
を
示
し
た
。
そ
し
て
徐
々
に
、
だ
が
確
実
に
解
放
の
方
向
が
と
ら

れ
て
い
く
。
同
年
五
月
の
「
勧
進
帳
」
の
許
可
に
始
ま
り
、
九
月
に
「
熊
谷
陣

屋
」
、
そ
し
て
翌
二
十
二
年
十
一
月
に
は
最
後
の
難
関
で
あ
っ
た
「
忠
臣
蔵
」

が
上
演
さ
れ
、
歌
舞
伎
の
全
面
解
除
と
な
る
。

　
「
新
作
」
に
関
す
る
強
制
は
消
え
た
が
、
そ
の
後
も
責
極
勺
に
上
演
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
六
年
一
月
に
歌
舞
伎
座
が
復
興
し
た
際
も
、
「
毎
月
一
作
は
新
作
を

　
　
　
　

上
演
す
る
」
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

　
次
々
と
新
作
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
た
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
の

が
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
に
菊
五
郎
劇
団
に
よ
っ
て
歌
舞
伎
座
で
初
演
さ
れ
た
、

谷
崎
潤
一
郎
原
作
・
舟
橋
聖
一
脚
色
の
「
源
氏
物
語
」
で
あ
る
。
こ
の
「
源
氏

物
語
」
は
、
戦
時
中
禁
じ
ら
れ
て
い
た
宮
中
世
界
を
描
い
た
こ
と
、
現
代
語
で

上
演
さ
れ
非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
こ
と
、
出
演
し
た
海
老
蔵
や
梅
幸
が
美

し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、
記
録
的
な
大
入
り
と
な
っ
た
。
菊
五
郎
劇
団

は
自
信
を
付
け
、
新
作
歌
舞
伎
に
対
し
て
以
前
に
増
し
て
熱
心
に
な
っ
た
。
源



氏
物
や
宮
中
世
界
を
描
い
た
も
の
が
人
流
行
と
な
り
、
数
多
く
上
演
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　
当
時
歌
舞
伎
界
は
、
左
團
次
、
梅
幸
、
松
緑
、
菊
五
郎
ら
で
形
成
さ
れ
世
話

狂
言
を
得
意
と
す
る
菊
五
郎
劇
団
と
、
時
蔵
、
幸
四
郎
、
勘
三
郎
、
歌
右
衛
門

ら
の
時
代
狂
言
を
得
意
と
す
る
吉
右
街
門
劇
団
に
分
か
れ
て
い
た
。
菊
五
郎
劇

団
は
世
話
狂
言
を
得
意
と
し
て
い
た
だ
け
に
、
宇
野
信
夫
と
提
携
す
る
な
ど
、

早
く
か
ら
新
作
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
し
か
し
、
吉
右
衛
門
は
直
実
一
「
熊
谷
陣
屋
」
一
や
由
良
之
助
一
「
忠
臣
蔵
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工

な
ど
、
「
当
た
り
役
」
と
さ
れ
る
も
の
も
す
べ
て
「
時
代
物
」
で
あ
っ
た
。

　
占
典
を
得
意
と
し
て
い
た
点
で
は
歌
右
衛
門
も
同
様
で
、
襲
名
の
際
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

　
　
一
新
作
に
っ
い
て
は
　
木
谷
注
一
も
ち
ろ
ん
書
き
物
で
良
い
も
の
が
あ
れ

　
　
ば
手
が
け
て
み
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
な
ど
に
ピ
ッ
タ
リ
し
た
脚
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＆

　
　
と
な
る
と
相
当
に
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
答
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
新
作
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
源
氏
物
語
」
の
記
録
的
な
ヒ
ッ
ト
は
、
吉

右
街
門
劇
団
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
「
地
獄
変
」
は
、
毎
月
新
作
が
上
演

さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
歌
舞
伎
役
者
・
観
客
と
も
に
新
作
に
貧
欲
で
あ
っ
た
時

　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

代
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
「
地
獄
変
」
の
み
で
は
な
い
。
「
鰯
売

恋
曳
網
」
、
「
熊
野
」
、
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
、
「
む
す
め
ご
の
み
帯
取
池
」
な
ど
、

三
島
歌
舞
伎
す
べ
て
が
そ
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
二
島
由
紀
夫
は
、
『
仮
面
の
告
白
』
一
昭
２
４
・
７
・
５
、
新
潮
杜
一
で
高
い
評

価
を
受
け
、
新
進
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
一
止
す
る
。
そ
の
後
『
禁
色
』
一
第

一
部
、
昭
２
６
・
ｕ
・
１
０
、
新
潮
杜
）
を
発
表
し
、
世
界
一
周
旅
行
へ
と
旅
立
つ
。

三
島
が
出
発
し
た
頃
の
日
本
は
、
合
衆
国
の
占
領
下
に
あ
り
、
外
遊
は
ま
だ
ま

だ
珍
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
三
島
は
昭
和
二
十
七
年
六
月
に
帰
国
し
、
そ
の

「
帰
朝
第
一
作
」
で
あ
る
「
真
夏
の
死
」
一
「
新
潮
」
昭
２
７
・
１
０
一
、
旅
行
記
『
ア

ポ
ロ
の
杯
』
一
昭
２
７
・
１
０
・
５
、
朝
日
新
聞
杜
一
も
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

い
る
。
昭
和
一
下
八
年
七
月
に
は
、
「
最
初
の
大
が
か
り
な
作
品
集
成
」
で
あ

る
『
二
一
島
由
紀
夫
作
品
集
』
全
六
巻
一
新
潮
杜
、
昭
２
８
・
７
・
２
５
－
昭
２
９
・

３
・
１
５
）
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
人
気
作
家
と
し
て
の
地
位
が
確
か
な
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
二
島
は
、
歌
右
衛
門
を
目
顛
廣
に
し
て
い
る
こ
と
で

も
た
い
へ
ん
有
名
で
あ
っ
た
。
新
作
歌
舞
伎
が
積
極
的
に
上
演
さ
れ
た
時
代
に
、

歌
舞
伎
好
き
の
「
流
行
作
家
」
に
「
新
作
歌
舞
伎
」
が
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
ご

く
白
然
な
展
開
で
あ
ろ
う
。

　
「
地
獄
変
」
歌
舞
伎
化
依
頼
の
使
者
を
務
め
た
永
山
武
臣
氏
一
現
松
竹
会
長
一

は
学
習
院
で
三
島
の
後
輩
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
三
島
の
歌
舞
支
乍

品
の
研
究
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
資
料
も
少
な
い
。
そ
こ
で
「
三
島
歌
舞
伎
」
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

べ
て
の
上
演
に
深
く
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
永
山
氏
に
、
「
地
獄
変
」
上
演
の
経

緯
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

　
　
「
地
獄
変
」
は
昭
和
二
十
八
年
の
四
月
頃
に
、
当
時
の
高
橋
（
歳
雄
　
木

　
　
谷
注
）
常
務
か
ら
「
三
島
さ
ん
に
歌
舞
伎
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
。
芥
川

　
　
の
『
地
獄
変
』
な
ど
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
」
と
当
時
歌
舞
伎
座
の
監
事
室

　
　
に
い
た
私
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
学
生
時
代
か
ら
三
島
さ
ん
を
よ
く
知

　
　
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
お
願
い
に
目
黒
の
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
。

　
　
「
芥
川
さ
ん
の
『
地
獄
変
』
面
白
い
ね
。
一
度
よ
く
読
ん
で
か
ら
お
返
事

　
　
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
ん
で
す
が
、
す
ぐ
翌
日
に
お
電
話

　
　
が
あ
り
ま
し
た
。
「
書
き
ま
す
よ
。
で
も
僕
は
君
が
期
待
し
て
い
る
よ
う

　
　
な
も
の
は
書
か
な
い
か
ら
ね
。
」
と
の
お
返
事
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
月

　
　
足
ら
ず
の
問
に
「
で
き
た
」
と
言
わ
れ
た
の
で
伺
い
ま
す
と
、
義
太
夫
が

　
　
入
っ
て
い
て
す
っ
か
り
歌
舞
伎
仕
立
て
に
な
っ
て
た
わ
け
で
す
。
「
義
太

　
　
夫
が
入
っ
て
る
」
て
聞
い
た
時
は
「
大
丈
夫
か
な
」
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、

　
　
読
ん
で
み
る
と
、
と
て
も
よ
く
で
き
て
る
。
そ
し
て
歌
右
衛
門
さ
ん
も
幸

　
　
四
郎
さ
ん
も
勘
三
郎
さ
ん
も
役
に
入
っ
て
非
常
に
い
い
本
だ
と
思
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
た
。
あ
れ
は
、
傑
作
で
す
よ
。

　
な
ぜ
「
地
獄
変
」
な
の
か
、
と
い
う
点
を
考
え
る
と
映
画
「
羅
生
門
」
が
昭

和
二
十
六
年
九
月
に
ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、
そ
の
ニ
カ

月
後
、
歌
舞
伎
に
も
な
り
芥
川
も
の
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
「
源
氏
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

語
」
の
大
入
り
に
よ
り
平
安
時
代
を
扱
っ
た
作
品
が
増
加
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
、
幸
四
郎
、
勘
三
郎
、
歌
右
衛
門
と
い
う
三
人
の

役
者
に
「
は
め
ら
れ
る
」
作
品
と
し
て
、
高
橋
常
務
（
当
時
）
が
企
画
さ
れ
た

　
、
　
　
　
　
Ｏ

と
レ
・
つ

　
三
島
は

　
　
歌
舞
伎
座
か
ら
、
芥
川
龍
之
介
の
「
地
獄
変
」
劇
化
の
話
が
あ
っ
た
時
、

　
　
　
　
　
　
ほ
く
り
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
　
こ
れ
は
「
木
龍
地
獄
変
」
が
で
き
そ
う
だ
と
い
う
直
感
が
あ
っ
た
。

と
、
依
頼
の
際
か
ら
の
意
欲
を
初
演
当
時
の
新
聞
に
示
し
て
い
る
。
依
頼
か
ら

の
一
月
足
ら
ず
の
問
に
、
永
山
氏
に
完
成
し
た
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

氏
は
後
か
ら
、
三
島
が
あ
ら
か
じ
め
戸
板
康
二
に
見
せ
て
本
読
み
を
し
「
な
か

な
か
お
も
し
ろ
い
ね
」
と
い
う
感
想
を
も
ら
っ
て
か
ら
、
渡
し
た
こ
と
を
お
知

り
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
一
カ
月
内
に
戸
板
氏
に
見
せ
、
そ
し
て
永
山
氏
に
渡
し

た
と
い
う
の
は
、
た
い
へ
ん
な
早
さ
で
あ
る
。
こ
の
早
さ
か
ら
、
三
島
の
な
み

な
み
な
ら
ぬ
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
島
の
熱
意
は
、

依
頼
を
承
諾
し
た
際
の
「
君
が
期
待
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
書
か
な
い
か
ら

ね
」
と
い
う
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
当
時
、
多
く
の
新
作
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
て
い
た
が
、
三
島
は
次
の
よ
う
に

新
作
歌
舞
伎
に
対
す
る
批
判
を
示
し
て
い
る
。

　
・
私
は
現
代
語
や
中
途
半
端
の
新
歌
舞
伎
調
の
セ
リ
フ
の
新
作
が
き
ら
ひ
で

　
　
あ
っ
て
、
白
分
で
は
、
い
つ
か
形
式
も
セ
リ
フ
も
こ
と
ご
と
く
歌
舞
伎
に



　
　
則
っ
た
新
作
を
書
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
ゐ
た
。
「
地
獄
変
」
劇
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
話
は
、
渡
り
に
舟
だ
っ
た
。

　
・
歌
舞
伎
は
小
さ
い
頃
か
ら
随
分
見
て
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
近
ご
ろ
の
新

　
　
作
歌
舞
伎
に
は
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一
略
一
例
え
ば
歌
舞
伎
に
現
代

　
　
語
を
使
う
こ
と
な
ど
絶
対
反
対
で
歌
舞
伎
が
っ
く
り
上
げ
て
き
た
様
式
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
り
、
技
術
を
何
故
そ
の
ま
ま
使
わ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
「
源
氏
物
語
」
以
降
は
、
「
新
作
は
現
代
語
」
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
一
二
島
は
歌
舞
伎
の
様
式
に
強
い
思
い
入
れ
を
持
ち
、
そ
れ

を
生
か
し
た
作
品
を
描
一
」
う
と
し
た
。
彼
は
、
人
々
の
予
想
を
裏
切
っ
た
「
純

歌
舞
伎
形
式
」
の
「
新
作
」
を
牛
む
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
歌
舞
伎
俳
優
の
た
め
に
書
き
、
歌
舞
伎
俳
優
に
よ
っ
て
成
功
を
博
し
、
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

舞
伎
作
品
と
し
て
上
演
が
重
ね
ら
れ
る
も
の
」
、
こ
れ
は
坪
内
造
逢
や
岡
本
椅

堂
以
降
の
「
新
歌
舞
伎
」
の
定
義
と
し
て
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
「
歌
舞
伎
の
様
式
に
則
っ
て
」
と
い
う
条
件
は
な
い
。
浄
瑠
璃
が
入
っ

て
い
る
新
作
歌
舞
伎
も
皆
無
で
あ
っ
た
。
「
地
獄
変
」
は
浄
瑠
璃
の
詞
章
や
下

座
音
楽
を
取
り
入
れ
た
「
古
典
歌
舞
伎
」
さ
な
が
ら
の
作
品
を
、
演
じ
る
役
者

に
「
は
め
て
」
書
く
べ
き
だ
と
い
う
三
島
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
浄
瑠
璃
を
取
り
入
れ
、
歌
舞
伎
様
式
で
書
か
れ
た
「
地
獄
変
」
は
、
関
係
者

の
驚
惜
を
呼
ぶ
。

　
　
　
　
　
三
島
曲
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

　
　
そ
れ
（
「
地
獄
変
」
　
木
谷
注
一
が
浄
瑠
璃
劇
の
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
と
は
関
係
者
の
誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
「
驚
き
」
が
、
初
演
当
時
の
劇
評
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　
・
一
貫
し
た
筋
立
て
の
下
に
古
典
的
な
演
出
は
細
心
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
略
）
結
局
こ
の
芝
居
で
は
歌
舞
伎
の
手
法
の
導
人
に
は
成
功
し
な
が
ら
、

　
　
神
経
が
行
き
届
い
て
い
て
歌
舞
伎
ら
し
い
野
放
図
な
面
白
さ
を
却
っ
て
邪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
魔
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。

　
・
思
い
切
っ
た
構
成
で
殊
に
こ
の
写
真
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
昔
か
ら

　
　
の
歌
舞
伎
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
堂
々
と
ち
ょ
ぽ
を
つ
か
つ
て
い
る
。
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
詞
ま
わ
し
は
七
五
調
、
す
っ
か
り
時
代
浄
瑠
璃
の
い
き
で
あ
る
。

　
・
さ
す
が
に
「
鬼
才
」
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
相
当
巧
み
に
歌
舞
伎
技

　
　
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
成
功
と
言
え
る
ほ
ど
の
で
き
だ
が
、
矢
張
り
部

　
　
分
的
に
不
消
化
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
歌
舞
伎
技
術
の
限
界
に
つ
い
て
も
考

　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
・
ち
ょ
ぼ
を
つ
か
い
、
合
方
を
つ
か
っ
て
の
演
出
で
、
役
者
の
う
ご
く
は
無

　
　
論
、
衣
裳
か
ら
装
置
ま
で
す
っ
か
り
昔
の
ま
ま
の
や
り
か
た
。
（
略
一
序

　
　
幕
の
開
い
た
暫
く
よ
く
知
ら
な
い
見
物
な
ら
、
オ
ヤ
と
思
う
ほ
ど
の
古
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
形
式
に
拠
っ
て
い
る
。

以
上
の
評
が
示
す
よ
う
に
、
「
地
獄
変
」
の
劇
評
は
「
歌
舞
伎
の
千
法
」
を
存

分
に
導
入
し
た
こ
と
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
の
評
価
が
高
い
と
は
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

い
難
い
が
、
歌
舞
支
羨
式
を
導
入
し
た
意
欲
は
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
演

じ
た
歌
右
衛
門
も
、

　
　
た
だ
後
に
な
っ
て
思
う
に
は
、
（
略
）
こ
の
芝
居
の
中
に
ね
、
い
わ
ゆ
る

　
　
歌
舞
伎
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
、
下
座
や
竹
本
を
入
れ
て
お
書
き
に

　
　
な
っ
た
と
い
う
だ
け
に
新
し
い
も
の
の
感
じ
が
作
に
も
演
出
に
も
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

と
同
様
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
が
、
初
め
に
台
本
を
見
せ
ら
れ
た
戸
板
康
二

は
褒
め
、
永
山
氏
は
「
傑
作
」
と
し
、
川
端
康
成
も

　
　
先
日
ハ
地
獄
変
実
に
愉
快
で
し
た
　
ご
自
在
け
ん
ら
ん
の
御
才
華
羨
望
し

　
　
て
も
及
び
ま
せ
ん
　
感
歎
す
る
ば
か
り
で
す
　
し
か
し
面
白
い
脚
色
で
し

　
　
◎

　
　
た

と
絶
賛
し
て
い
る
。
三
島
の
ま
わ
り
の
人
々
は
、
劇
評
以
上
に
高
い
評
価
を
し

た
よ
う
だ
。

　
三
島
は
亡
く
な
る
前
年
で
あ
る
昭
和
四
十
四
年
に
「
椿
説
弓
張
月
」
を
演
出

し
た
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
歌
舞
伎
劇
を
歌
舞
支
様
式
で
書
く
こ
と
が
何
か
「
実
験
的
」
な
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
る
と
は
、
日
本
的
近
代
の
ふ
し
ぎ
な
現
象
で
あ
る
。

「
地
獄
変
」
か
ら
十
五
年
、
歌
舞
伎
界
の
傾
向
が
あ
ま
り
変
化
し
な
か
っ
た
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
「
新
作
」
を
古
典
歌
舞
伎
の
様
式
で

書
き
続
け
た
の
が
三
島
歌
舞
伎
の
個
性
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
八

　
　
　
　
二
　
芥
川
「
地
獄
変
」
と
三
島
「
地
獄
変
」

　
だ
が
、
こ
の
固
性
あ
る
「
新
作
」
が
近
代
文
学
作
品
を
原
作
と
し
て
い
る
こ

と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
三
島
は
新
し
い
も
の
を
「
古
く
」
書

き
替
え
た
の
で
あ
る
。
『
近
代
能
楽
集
』
が
、
一
貫
し
て
現
代
を
舞
台
に
書
き

替
え
ら
れ
た
の
と
は
、
対
照
的
な
姿
勢
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
芥
川
龍
之
介
の
「
地
獄
変
」
は
正
宗
白
鳥
が
「
芥
川
龍
之
介
の
最
傑
作
」
と

称
賛
し
た
よ
う
に
、
同
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

芥
川
の
原
作
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
三
島
の
「
地
獄
変
」
を
考
察
し
た
い
。

　
「
地
獄
変
」
研
究
の
論
点
は
、
主
に
芥
川
の
芸
術
至
上
主
義
の
問
題
に
据
え

ら
れ
て
い
る
。

　
・
良
秀
は
芥
川
の
分
身
と
し
て
芸
術
至
上
主
義
の
理
念
を
極
限
に
ま
で
追
求

　
　
し
た
実
験
的
人
間
で
あ
っ
た
。
（
略
）
芥
川
の
分
身
と
し
て
芸
術
至
上
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
義
的
陶
酔
を
綴
っ
た
作
品
は
ほ
か
に
は
な
い
。

　
・
芸
術
至
上
主
義
へ
の
覚
悟
と
、
そ
れ
へ
の
賛
美
を
形
象
化
し
た
優
れ
た
作

　
　
ゆ

　
　
品

　
「
地
獄
変
」
の
歌
舞
支
ヒ
を
依
頼
さ
れ
た
時
に
、
「
面
白
い
ね
」
と
い
っ
た
三

島
だ
が
、
彼
は
芥
川
文
学
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
三
島
は
「
芥
川
の
短
篇
小
説
の
い
く
つ
か
は
、
古
典
と
し
て
日
本
文
学
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

て
立
派
に
残
る
も
の
で
あ
る
」
と
芥
川
を
評
価
し
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
一
年



の
「
芥
川
と
現
代
作
家
」
と
い
う
座
談
会
で
は
、
芥
川
文
学
を
辛
辣
に
批
判
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

て
い
る
。
さ
ら
に
「
芥
川
の
エ
ス
テ
テ
ィ
ー
ク
は
凡
庸
」
と
し
た
際
の
塞
言
に

は
、
大
い
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
人
生
に
あ
る
主
題
を
も
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
エ
ス
テ

　
　
テ
ィ
ｉ
ク
が
人
生
を
は
み
だ
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

　
　
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
芸
術
至
上
主
義
じ
ゃ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

「
エ
ス
テ
テ
ィ
ー
ク
」
は
「
芸
術
美
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
三
島
は
多
く
の

論
者
と
は
反
対
に
、
芥
川
を
「
芸
術
至
上
主
義
者
」
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る

の
だ
。
で
は
三
島
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
芥
川
が
「
芸
術
至
上
主
義
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

自
己
の
芸
術
に
対
す
る
覚
悟
を
力
強
く
う
た
い
あ
げ
た
」
作
品
と
評
さ
れ
る

「
地
獄
変
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
読
み
、
ま
た
脚
色
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
私
が
「
地
獄
変
」
の
脚
色
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
大
臣
、
良
秀
、
娘
の

　
　
三
主
要
人
物
に
、
私
の
感
情
移
入
が
可
成
容
易
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ

　
　
た
。
私
は
こ
の
大
臣
の
ご
と
き
ブ
ル
ー
タ
ル
な
人
物
に
な
り
た
い
と
日
頃

　
　
念
じ
て
い
る
。
金
閣
寺
の
松
永
大
膳
の
如
き
は
わ
が
理
想
の
人
物
で
あ
る
。

　
　
良
秀
は
私
白
身
、
小
説
家
で
あ
る
か
ら
、
感
情
移
入
が
殊
に
容
易
で
あ
る
。

　
　
娘
に
つ
い
て
は
、
か
く
の
如
き
揮
娼
た
る
美
女
を
車
に
入
れ
て
焼
く
こ
と

　
　
に
、
私
は
、
ロ
ー
マ
頽
唐
期
の
皇
帝
の
悪
趣
味
を
感
じ
て
、
悦
惚
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
作
劇
の
筆
を
執
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

以
上
は
初
演
の
際
の
番
付
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
か
ら
一
二
島

の
意
識
は
、
芥
川
の
「
芸
術
至
上
主
義
」
の
「
分
身
」
で
あ
る
良
秀
で
は
な
く
、

「
堀
川
大
臣
」
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
堀
川
の
大
臣
は
良
秀
の
娘
・
露
岬
に
恋
慕
し
、
思
い
の
叶
わ
ぬ
遺
恨
を
、
良

秀
に
い
い
つ
け
た
「
地
獄
変
」
の
屠
風
絵
の
出
来
の
遅
さ
に
難
じ
て
良
秀
を
手

討
に
し
よ
う
と
す
る
。
露
岬
に
は
そ
の
手
討
の
合
図
と
し
て
、
紅
葉
を
浮
か
べ

た
盃
を
良
秀
に
さ
す
こ
と
を
命
じ
る
。
良
秀
は
大
臣
の
御
前
で
、
あ
ら
ま
し
は

で
き
た
も
の
の
美
女
を
乗
せ
炎
に
包
ま
れ
た
横
椰
毛
の
車
だ
け
が
描
け
な
い
由

を
報
告
す
る
。
良
秀
は
美
女
を
乗
せ
た
車
に
火
を
か
け
る
こ
と
を
願
い
、
そ
れ

が
で
き
な
い
な
ら
絵
は
完
成
で
き
な
い
、
そ
の
時
恥
を
か
く
の
は
大
臣
で
あ
る
、

と
言
う
。
大
臣
は
怒
り
、
紅
葉
入
り
の
盃
を
良
秀
に
さ
す
。
だ
が
、
そ
れ
を
飲

ん
だ
の
は
、
露
岬
だ
っ
た
。
露
岬
の
所
望
通
り
、
大
臣
は
用
意
し
た
横
椰
毛
の

車
に
露
岬
を
乗
せ
、
火
に
か
け
て
、
こ
れ
を
良
秀
に
写
生
さ
せ
る
。
写
生
す
る

良
秀
を
見
て
、
大
臣
は
大
笑
す
る
場
面
で
幕
と
な
る
、
と
い
う
の
が
梗
概
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

二
一
島
は
こ
れ
を
「
二
二
致
の
法
則
に
従
」
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。

　
芥
川
の
原
作
に
は
語
り
手
が
存
在
し
、
こ
の
語
り
手
が
「
大
臣
の
逸
話
」
の

中
で
も
最
も
恐
ろ
し
い
話
と
し
て
回
想
し
て
語
る
の
が
「
地
獄
変
」
に
ま
つ
わ

る
話
で
あ
る
、
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
説
明
に
は
、
芥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

川
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
日
向
」
と
「
陰
」
の
二
つ
の
性
質
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
語
り
手
の
否
定
は
肯
定
で
あ
り
、
大
臣
の
悪
い
噂
も
語
り
手
が
否
定
す
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

ど
信
愚
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
一
方
三
島
は

　
　
こ
れ
（
語
り
手
の
陰
の
説
明
　
木
谷
注
）
に
暗
示
を
得
て
、
私
も
大
臣
を

　
　
可
成
偽
善
者
に
描
い
た
。
そ
し
て
車
が
火
で
焼
か
れ
る
の
を
見
て
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
異
常
な
映
笑
を
す
る
よ
う
に
描
い
た
。

と
「
陰
の
説
明
」
に
触
発
さ
れ
つ
つ
も
、
芥
川
と
は
異
な
っ
て
語
り
手
を
介
在

さ
せ
ず
に
大
臣
の
本
性
を
露
わ
に
描
い
て
い
る
。

　
三
島
版
に
は
語
り
手
が
い
な
い
た
め
、
自
分
自
身
で
人
格
者
を
装
う
必
要
が

あ
っ
た
の
か
、
三
島
の
「
地
獄
変
」
の
前
半
の
大
臣
は
「
偽
善
者
」
そ
の
も
の

で
あ
る
。
良
秀
が
美
女
の
乗
っ
た
御
車
に
火
を
か
け
る
こ
と
を
衣
頼
し
た
時
も
、

「
無
皐
の
女
を
火
に
投
ぜ
ん
こ
と
…
…
」
と
「
仁
慈
の
杢
言
葉
」
を
言
っ
て
渋

り
、
良
秀
の
非
人
道
的
な
態
度
を
責
め
る
よ
う
に
見
せ
る
。
そ
し
て
、
「
未
来

永
劫
わ
が
あ
と
に
、
地
獄
変
の
屏
風
の
絵
師
は
、
こ
の
良
秀
が
ほ
か
に
は
ご
ざ

ら
ぬ
。
」
と
「
怖
れ
も
な
き
増
上
慢
」
を
良
秀
が
示
し
て
も
「
赫
怒
」
す
る
の

み
で
、
良
秀
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
は
い
な
い
。
芥
川
原
作
の
大
臣
が
「
良
秀

の
も
の
狂
い
が
御
染
み
な
す
っ
た
」
か
の
よ
う
に
「
け
た
た
ま
し
く
」
笑
っ
て
、

す
ぐ
良
秀
の
依
頼
を
聞
き
入
れ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
だ
が
、
露
岬
が
良

秀
の
手
討
ち
の
合
図
で
あ
る
「
紅
葉
入
り
の
盃
」
を
飲
み
干
し
た
時
に
は
、

「
そ
の
孝
心
も
っ
と
も
」
と
彼
女
が
火
に
入
る
こ
と
を
せ
か
す
よ
う
な
態
度
を

執
る
の
だ
。
慈
悲
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
と
は
反
対
の
大
臣
の
行
動
は
、
三
島
が

言
う
よ
う
に
ま
さ
に
「
偽
善
者
」
と
い
う
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
原
作
の
大
臣
は
、
良
秀
が
要
求
し
た
時
は
「
け
た
た
ま
し
く
お
笑
い
」
、
火

を
つ
け
る
前
は
「
意
味
あ
り
げ
な
微
笑
」
を
浮
か
べ
た
り
、
「
声
も
立
て
ず
」

笑
っ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
良
秀
が
魂
を
奪
わ
れ
歓
喜
を
持
っ
て
立
ち
す

く
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、

　
　
御
顔
の
色
も
青
ざ
め
て
、
口
元
に
泡
を
御
た
め
に
な
り
な
が
ら
、
紫
の
指

　
　
貫
を
し
っ
か
り
御
つ
か
み
に
な
っ
て
、
丁
度
喉
の
渇
い
た
獣
の
よ
う
に
喘

　
　
ぎ
っ
づ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

と
い
う
状
態
に
な
る
。
時
の
権
力
者
で
全
て
の
栄
華
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
い

た
大
臣
が
、
唯
一
思
い
通
り
に
で
き
な
い
の
が
良
秀
親
娘
で
あ
っ
た
。
良
秀
が

あ
の
場
面
で
死
ん
で
い
た
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
屠
風
は
完
成
せ
ず
、
芸
術

家
と
し
て
の
名
は
汚
れ
、
悪
名
が
高
い
だ
け
の
笑
い
者
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

ま
た
、
大
臣
も
「
絵
師
根
性
の
曲
な
の
を
懲
ら
す
御
心
算
だ
っ
た
」
と
言
え
る
。

だ
が
、
良
秀
は
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
。
大
臣
の
目
論
み
は
完
全

に
失
敗
し
た
。
だ
か
ら
、
大
臣
は
「
獣
の
よ
う
に
瑞
」
ぐ
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。

大
臣
の
行
動
に
は
、
彼
が
良
秀
が
火
に
入
る
の
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
三
島
版
の
大
臣
は
絵
筆
を
握
る
良
秀
に
「
う
む
で
か
す
」
と
言
い

「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」
と
吠
笑
す
る
。
申
し
出
の
際
の
渋
る
よ
う
な
態
度
と
は
対
照

的
だ
。
大
臣
の
目
的
が
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
親
子
を
痛
め
付
け
よ
う
と
し

た
わ
け
で
も
、
彼
ら
に
報
復
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
が
感
じ
ら
れ
る
。



大
臣
の
真
の
目
的
は
、
三
島
が
彼
を
評
し
た
一
冒
葉
に
よ
く
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
　
人
臣
の
本
質
は
、
日
本
の
サ
ド
侯
爵
で
あ
り
、
チ
エ
ザ
ー
レ
・
ボ
ル
ジ
ャ

　
　
で
あ
り
、
幼
児
殺
教
者
ジ
ル
・
ド
・
レ
エ
と
思
っ
て
い
い
。

と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
チ
エ
ザ
ー
レ
・
ボ
ル
ジ
ャ
は
白
ら
の
野
心
の
た
め
に
、

弟
や
妹
の
夫
を
殺
し
た
冷
酷
な
干
で
あ
り
、
ジ
ル
・
ド
・
レ
エ
は
八
百
人
も
の

美
少
年
を
殺
害
し
た
と
言
わ
れ
る
性
的
倒
錯
の
人
間
で
あ
る
。
二
人
は
、
自
ら

の
欲
望
の
た
め
に
人
を
殺
す
の
だ
。
つ
ま
り
一
二
島
版
の
大
臣
の
目
的
は
、
露
岬

の
よ
う
な
若
く
て
美
し
い
女
性
を
、
そ
の
父
親
の
前
で
焼
き
殺
す
行
為
白
体
に

あ
つ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
臣
は
車
が
燃
え
る
場
面
で
大
笑
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
「
大
臣
の
本
質
」
は
隈
取
り
や
衣
裳
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
一
二
島
の

「
地
獄
変
」
の
大
臣
は
「
公
家
悪
の
隈
、
御
忌
衣
の
栴
え
」
で
登
場
す
る
。
劇

評
で
は
「
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
の
蘇
我
入
鹿
の
よ
う
」
と
形
容
さ
れ
た
。
三

島
は
大
臣
を
「
公
家
悪
」
の
人
物
と
し
て
描
い
た
の
だ
。
一
二
島
は
「
公
家
悪
」

の
人
物
を
「
『
暫
』
の
公
家
悪
の
美
し
さ
、
『
妹
背
山
御
殿
』
の
入
鹿
の
美
し
さ

を
見
る
が
い
い
」
と
「
美
」
と
合
わ
せ
て
記
し
て
い
る
。
「
公
家
悪
」
は
、
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匁

舞
伎
の
悪
役
の
中
で
も
、
三
島
が
「
理
想
の
人
物
」
と
し
た
「
国
崩
し
」
の
悪

と
さ
れ
る
「
金
閣
寺
」
の
松
永
大
膳
と
同
じ
、
高
貴
な
敵
役
で
あ
る
。
公
家
の

正
装
で
あ
る
衣
冠
束
帯
で
、
笏
を
突
き
出
し
右
手
を
振
り
上
げ
「
公
家
荒
」
と

い
う
蒼
い
隈
取
り
を
す
る
。
歌
舞
伎
に
は
、
「
実
悪
」
や
二
枚
目
の
色
事
師
で

　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

あ
る
「
色
悪
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
敵
役
」
が
あ
る
が
、
位
取
り
で
頂
点
に
位

置
す
る
最
も
高
貴
な
「
悪
」
が
公
家
悪
な
の
だ
。
位
が
高
い
だ
け
に
、
国
崩
し

や
公
家
悪
の
悪
は
、
歌
舞
伎
の
華
や
か
で
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ま
で
の
衣
裳
や
隈
、

そ
し
て
背
景
な
ど
の
歌
舞
伎
の
様
式
を
必
要
と
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
三
島

が
重
ん
じ
た
歌
舞
伎
様
式
を
最
も
具
現
で
き
る
「
悪
」
が
「
公
家
悪
」
や
「
国

崩
し
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
ま
た
高
貴
な
身
分
の
者
の
「
悪
」
は
、
金
銭
な
ど
、

目
に
見
え
る
も
の
を
起
因
と
し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
に
従
わ
な
い
善

良
な
市
民
を
平
気
で
殺
す
。
こ
の
「
悪
」
の
姿
こ
そ
、
一
二
島
の
求
め
た
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
臣
の
最
後
の
「
異
常
な
吠
笑
」
に
は
、
一
二
島
の
歌
舞
伎

の
「
悪
の
美
」
へ
の
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
大
臣
の
欲
求
の
犠
牲
に
な
る
の
が
、
露
岬
で
あ
る
。
彼
女
は
、
「
雪
を

あ
ざ
む
く
玉
の
肌
、
と
ん
と
手
い
ら
ず
の
楊
貴
妃
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
美
女

で
あ
る
。
ま
た
彼
女
は
常
に
父
で
あ
る
良
秀
を
庇
い
、
火
に
人
っ
て
焼
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
も
そ
の
孝
心
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
大
臣
の
欲
求

は
拒
む
。
つ
ま
り
露
岬
は
美
し
く
、
親
孝
行
で
、
意
志
の
強
い
女
性
な
の
で
あ

る
。
三
島
は
こ
の
「
露
岬
」
を
中
村
歌
右
衛
門
に
託
し
た
。
原
作
の
「
娘
」
は
、

「
思
い
や
り
の
深
い
」
「
例
巧
な
生
れ
つ
き
」
で
「
愛
嬬
が
あ
る
」
。
「
美
し
い
」

と
い
う
語
も
あ
る
が
、
「
美
」
に
っ
い
て
は
、
露
岬
の
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
美
し
い
歌
右
衛
門
を
想
定
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
露
岬
と
娘
が
火
に
入
る
態
度
に
も
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
芥
川
の
原
作
で
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島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
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は
、
良
秀
の
要
求
か
ら
二
、
三
日
後
に
、
大
臣
の
用
意
し
た
車
に
彼
女
が
乗
っ

て
い
た
。
大
臣
が
「
罪
人
の
女
房
が
一
人
縛
め
た
ま
ま
で
乗
せ
て
あ
る
」
と
言

う
も
の
の
、
何
故
彼
女
が
乗
っ
て
い
る
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
彼
女
は
強
制

的
に
乗
せ
ら
れ
た
の
か
否
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
だ
。
し
か
し
三
島
版
で
は
、

露
岬
は
父
の
手
討
ち
の
合
図
で
あ
る
紅
葉
入
り
の
盃
を
飲
み
干
し
、
「
横
椰
毛

の
車
も
ろ
と
も
、
こ
の
露
岬
が
火
の
中
へ
」
と
言
う
。
彼
女
の
意
志
で
自
ら
望

ん
で
火
に
入
っ
た
こ
と
が
、
す
べ
て
の
登
場
人
物
や
観
客
に
明
示
さ
れ
る
の
だ
。

こ
の
自
ら
望
ん
で
火
に
入
る
露
岬
の
姿
こ
そ
が
、
原
作
に
は
な
い
露
岬
の
特
徴

だ
ろ
う
。
原
作
で
は
、
「
娘
」
に
名
前
は
な
い
。
三
島
が
彼
女
に
名
前
を
与
え

た
の
は
、
露
岬
が
「
意
志
を
持
っ
て
火
に
飛
び
込
ん
だ
女
性
」
で
あ
る
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
三
島
は
美
女
を
火
に
入
れ
て
焼
く
こ
と
自
体
に
喜
び
を
感
じ
る
大
臣
と
、
望

ん
で
火
に
入
る
露
岬
を
新
た
に
書
い
た
。
他
方
良
秀
は
、
原
作
で
は
「
芥
川
の

芸
術
至
上
主
義
を
示
す
存
在
」
と
表
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
だ
が
三
島
が
、

芥
川
を
「
芸
術
至
上
主
義
者
」
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
先
述
し
た
と
お

り
だ
。
芥
川
の
「
エ
ス
テ
テ
ィ
ー
ク
が
人
生
を
は
み
だ
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
三
島
は
良
秀
を
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
三
島
は
芝
居
に
す
る
に
あ
た
っ
て
「
小
道
具
が
揃
ひ
す
ぎ
」
る
こ
と
を
怖
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

「
ま
ず
画
室
の
場
面
を
は
ぶ
こ
う
と
思
っ
た
」
そ
う
だ
。
原
作
で
の
画
室
は
、

昼
で
も
蔀
が
下
り
、
ぼ
ん
や
り
と
火
が
と
も
さ
れ
て
い
る
。
良
秀
は
絵
を
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

時
は
そ
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
め
っ
た
に
日
の
目
を
見
ず
に
俗
世
間
か
ら
隔

離
し
た
状
態
と
な
る
。
さ
ら
に
良
秀
は
こ
の
画
室
で
、
鎖
で
し
ば
っ
た
弟
子
を

耳
木
兎
や
蛇
に
襲
わ
せ
た
り
し
た
。
っ
ま
り
「
見
た
も
の
で
な
け
れ
ば
描
け
ま

せ
ぬ
」
と
い
う
良
秀
の
画
室
で
の
行
動
が
、
御
車
に
美
女
を
入
れ
て
焼
く
こ
と

を
要
求
す
る
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
芸
術
至
上
主
義
者
」

で
あ
る
良
秀
を
明
確
に
意
識
さ
せ
る
の
が
、
画
室
の
場
面
で
は
な
い
か
。
原
作

で
は
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
場
面
が
三
島
版
で
は
描
か
れ
ず
、
被
害
に
あ
っ
た
弟
子

た
ち
が
、
良
秀
の
異
常
な
行
動
を
露
岬
に
報
告
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
弟
子
と
い
う
「
語
り
手
」
の
言
葉
を
通
し
て
し
か
、
良
秀
の
本
性
は
観
客

に
は
伝
わ
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
島
版
の
大
臣
が
原
作
の
よ
う
な

語
り
手
を
介
在
さ
せ
ず
、
あ
ら
わ
に
偽
善
者
で
異
常
な
者
と
し
て
描
か
れ
た
の

と
は
対
照
的
と
も
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
芥
川
原
作
の
良
秀
は
屠
風
を
完
成
さ
せ
、
翌
る
夜
に
自
殺
す
る
。
屠

風
は
「
画
の
た
め
に
親
子
の
情
愛
も
忘
れ
て
し
ま
う
人
面
獣
心
の
曲
者
」
と
良

秀
を
批
判
し
た
横
川
の
僧
都
ま
で
が
「
膝
を
打
っ
て
『
出
か
し
居
っ
た
』
」
と

い
う
程
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
良
秀
は
絵
の
素
晴
ら
し
さ
か
ら

「
絵
師
良
秀
」
と
し
て
後
世
ま
で
讃
え
ら
れ
る
存
在
と
な
り
、
白
殺
し
た
こ
と

で
「
一
人
娘
を
先
立
た
せ
た
あ
の
男
は
、
恐
ら
く
安
閑
と
し
て
生
き
な
が
ら
え

る
の
に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
人
問
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
「
自
殺
」
が
三
島
に
「
人
生
を
は
み
だ
し
て
い
な
い
」
と
言
わ
し



め
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
三
島
版
で
は
、
良
秀
が
絵
を
描

き
、
大
臣
が
咲
笑
し
て
い
る
場
面
で
幕
と
な
り
、
屏
風
の
完
成
す
ら
定
か
で
な

い
か
ら
だ
。
当
然
、
完
成
さ
せ
た
後
の
良
秀
が
ど
う
な
る
か
な
ど
分
か
ら
な
い
。

三
鳥
は
「
芸
術
至
上
主
義
者
」
と
し
て
の
良
秀
に
は
全
く
留
意
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
堀
川
大
臣
、
良
秀
、
露
岬
の
三
者
の
描
写
を
芥
川
の
原
作
と
比
較
す
る
と
、

三
島
の
「
地
獄
変
」
の
主
題
が
顕
著
に
な
る
。
芥
川
の
「
芸
術
至
上
主
義
」
を

認
め
な
い
三
島
は
、
良
秀
の
絵
の
完
成
に
も
興
味
を
示
し
て
い
な
い
。
っ
ま
り

三
島
は
、
良
秀
が
芸
術
至
上
主
義
者
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
美
女
の
乗
っ
た
車

を
燃
や
す
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
大
臣
の
「
悪
」
と
そ
れ
を
自
ら
受
け
人
れ
る

美
女
の
姿
を
描
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
三
島
は
、
歌
舞
伎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
・
歌
舞
伎
や
人
形
芝
居
は
目
も
あ
や
な
悪
を
創
造
し
た
。

　
・
歌
舞
伎
は
は
っ
き
り
言
っ
て
そ
れ
自
体
が
悪
で
あ
る
。
人
問
の
悪
の
固
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
り
み
た
い
な
も
の
が
美
し
い
華
を
咲
か
せ
た
の
が
、
歌
舞
伎
で
あ
る
。

三
島
は
歌
舞
伎
の
美
に
何
よ
り
も
「
悪
」
を
感
じ
て
い
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ

公
家
悪
の
人
物
を
愛
し
、
大
臣
を
そ
の
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
察
す
る
と
、
「
地
獄
変
」
は
三
島
の
歌
舞
伎
観
を
如
実
に

　
　
　
　
　
三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

表
し
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
歌
舞
伎
第
一
作
で
あ
る
「
地
獄
変
」
は
、
依

頼
さ
れ
与
え
ら
れ
た
素
材
で
は
あ
っ
た
が
、
三
島
は
白
分
の
考
え
る
歌
舞
伎
像

を
存
分
に
投
影
し
た
作
品
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

注
０
上
田
真
「
能
」
一
武
田
勝
彦
、
長
谷
川
泉
編
『
三
島
由
紀
夫
事
典
』
昭
５
１
・
１
・

　
２
５
、
明
治
書
院
）

　
六
作
品
中
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
以
外
の
全
作
品
が
再
演
さ
れ
て
い
る
。
「
地
獄

　
変
」
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
新
橋
演
舞
場
。
玉
三
郎
、
孝
夫
、
吉
右
衛
門
一
以

　
来
再
演
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
鰯
売
恋
曳
網
」
は
、
初
演
の
歌
右
衛
門
と
勘
三
郎
で

　
五
度
、
玉
三
郎
と
勘
九
郎
に
よ
っ
て
四
度
上
演
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
河
竹
繁
俊
「
歌
舞
伎
追
放
の
記
録
」
一
「
演
劇
界
」
１
９
－
１
、
昭
３
６
・
１
一

〇
　
「
以
下
の
内
容
の
も
の
は
当
然
除
外
さ
れ
、
上
演
を
許
さ
ず
」
と
し
て
、
「
其
の
主

　
旨
に
仇
討
、
復
讐
の
あ
る
も
の
」
、
「
封
建
的
忠
誠
を
連
想
さ
せ
る
も
の
、
或
は
希
望
、

　
名
誉
の
生
活
を
侮
辱
す
る
も
の
」
、
「
い
か
な
る
形
式
に
し
ろ
、
直
接
間
接
を
問
わ
ず
、

　
自
殺
を
是
認
せ
る
も
の
を
取
り
扱
っ
た
も
の
」
、
「
反
民
主
主
義
的
の
も
の
」
等
十
三

　
カ
条
が
挙
げ
ら
れ
た
。

¢
注
　
に
同
じ

ゆ
永
山
武
臣
氏
か
ら
の
聞
き
書
き
。
詳
し
く
は
注
ゆ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

¢
河
竹
繁
俊
「
あ
る
展
望
　
　
追
悼
中
村
吉
右
衛
門
」
一
「
演
劇
界
」
１
２
－
１
０
、
昭

　
２
９
・
１
０
一

＠
仁
村
美
津
夫
「
歌
右
衛
門
に
聞
く
」
一
「
劇
評
別
冊
　
六
世
中
村
歌
右
衛
門
」
昭

　
２
６
・
４
・
１
）

＠
　
松
本
徹
「
昭
和
２
８
年
」
一
『
三
島
由
紀
夫
』
、
Ｐ
９
ユ
ー
９
４
、
平
２
・
４
・
２
５
、
河
出

　
書
房
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



三
島
由
紀
夫
「
地
獄
変
」
論

＠
　
平
成
十
年
一
月
九
日
、
松
竹
本
杜
会
長
室
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
快
く
取
材
に
応

　
じ
て
下
さ
っ
た
永
山
武
臣
氏
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
な
お
、
文
責
は
木
谷
に
あ
る
。

◎
　
三
鳥
由
紀
夫
「
僕
の
『
地
獄
変
』
」
（
「
毎
日
新
聞
」
昭
２
９
・
９
・
１
０
夕
刊
）
全
集

　
第
２
６
巻
Ｐ
蜥
－
螂

＠
　
注
０
に
同
じ

＠
　
三
島
由
紀
夫
「
三
島
由
紀
夫
芸
談
　
歌
舞
伎
に
現
代
語
は
反
対
」
一
「
毎
日
新
聞
」

　
昭
２
９
・
９
・
５
、
夕
刊
）
全
集
未
収
録

＠
　
大
木
豊
「
新
歌
舞
伎
と
は
何
か
」
（
戸
板
康
二
編
『
歌
舞
伎
全
書
　
第
二
巻
』
（
昭

　
３
１
・
１
０
・
２
０
、
創
元
社
）
Ｐ
刎
－
鵬

＠
　
千
谷
道
雄
「
三
島
歌
舞
伎
の
頃
」
（
「
演
劇
界
」
４
５
－
ｕ
、
昭
６
２
・
ｕ
）

＠
　
岡
副
昭
吾
「
歌
舞
伎
の
不
田
“
議
－
１
東
京
歌
舞
伎
座
師
走
興
行
」
（
「
演
劇
評
論
」

　
４
１
１
、
昭
２
９
・
１
）

＠
　
利
倉
幸
一
「
地
獄
変
」
（
「
演
劇
界
」
１
２
１
１
、
昭
２
９
・
１
）

＠
　
利
倉
幸
一
「
師
走
の
芝
居
」
（
「
演
劇
界
」
１
２
１
１
、
昭
２
９
・
１
一

＠
　
注
＠
に
同
じ

ゆ
　
中
村
歌
右
衛
門
「
『
一
二
島
歌
舞
伎
』
の
世
界
（
聞
き
手
織
田
紘
二
一
」
（
三
島
由
紀

　
夫
『
芝
居
日
記
』
平
３
・
７
・
５
、
中
央
公
論
杜
）
Ｐ
醐

＠
　
川
端
康
成
「
昭
２
８
・
１
２
・
１
８
付
三
島
由
紀
夫
宛
書
簡
」
一
「
川
端
康
成
三
島
由
紀
夫

　
往
復
書
簡
集
」
「
新
潮
」
９
４
－
１
０
、
平
９
・
１
０
）

＠
　
三
島
由
紀
夫
「
『
弓
張
月
』
の
劇
化
と
演
出
」
一
「
国
立
劇
場
」
番
付
、
昭
４
４
・
ｕ
一

　
全
集
３
４
巻
Ｐ
蛆

＠
　
正
宗
白
烏
「
芥
川
氏
の
文
学
を
評
す
」
（
「
中
央
公
論
」
４
２
１
１
０
、
昭
２
・
１
０
）

＠
　
笹
淵
友
一
「
芥
川
龍
之
介
『
地
獄
変
』
」
（
「
文
学
」
４
７
１
１
２
、
昭
５
４
・
１
２
）

＠
　
和
田
繁
二
郎
「
地
獄
変
」
（
『
芥
川
龍
之
介
』
昭
３
２
・
３
、
創
元
社
）

＠
　
三
島
由
紀
夫
「
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
」
一
「
文
芸
増
刊
」
昭
２
９
・
１
２
・
５
）
全
集

　
２
６
巻
Ｐ
鵬

六
四

ゆ
座
談
会
「
芥
川
龍
之
介
と
現
代
作
家
」
（
中
村
真
一
郎
編
『
芥
川
龍
之
介
案
内
』

　
昭
３
０
・
８
・
２
、
岩
波
書
店
）

＠
注
ゆ
に
同
じ

ゅ
　
細
川
正
義
「
芥
川
『
地
獄
変
』
の
世
界
」
（
関
西
学
院
大
学
「
人
文
論
究
」
２
４
－
２
、

　
昭
４
９
・
８
）

ゆ
　
三
島
由
紀
夫
「
竹
本
劇
『
地
獄
変
』
」
（
「
歌
舞
伎
座
番
付
」
昭
２
８
・
１
２
）
全
集
２
６

　
巻
Ｐ
捌

＠
　
注
ゆ
に
同
じ

ゆ
　
芥
川
龍
之
介
「
大
７
・
６
・
１
８
付
小
島
政
二
郎
宛
書
簡
」
全
集
１
０
巻
Ｐ
蝸

ゆ
　
注
ゆ
に
同
じ

ゆ
　
注
ゆ
に
同
じ

ゆ
　
三
島
由
紀
夫
「
歌
舞
伎
評
」
一
「
芸
術
新
潮
」
１
１
１
、
昭
２
５
・
１
）
全
集
２
５
巻
Ｐ

　
１
４
－
１
６

　
３
　
　
　
　
３

ゆ
　
注
ゆ
に
同
じ

ゆ
　
山
本
二
郎
、
菊
池
明
、
林
京
平
「
敵
役
」
（
『
歌
舞
伎
事
典
』
昭
４
７
・
７
・
２
０
、
実

　
業
之
日
本
社
）
Ｐ
蝸

＠
注
ゆ
に
同
じ

＠
注
＠
に
同
じ

＠
　
三
島
由
紀
夫
講
演
「
悪
の
華
」
（
昭
４
５
・
７
・
３
歌
舞
伎
俳
優
養
成
所
で
の
講
演

　
「
新
潮
」
８
５
－
１
、
昭
６
３
・
１
）

〔
付
記
〕
　
本
稿
で
引
用
し
た
三
島
由
紀
夫
の
文
章
は
、
『
三
島
由
紀
夫
全
集
』
全
３
５
巻

補
巻
１
（
昭
４
８
・
４
・
２
５
－
昭
５
１
・
６
・
２
５
、
新
潮
社
）
を
、
芥
川
龍
之
介
の
文
章

は
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
全
１
２
巻
（
昭
５
２
・
７
・
１
３
－
昭
５
３
・
７
・
２
４
、
岩
波
書

店
）
を
底
本
と
す
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
新
漢
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
簡
略
化
し
た
。
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